
 

 

1｜               ｜ニッセイ基礎研レター 2019-04-08｜Copyright ©2019 NLI Research Institute All rights reserved 

 

 

欠勤にはいたっておらず、勤怠管理上は表に出てこないが、健康問題が理由で生産性が低下してい

る状態1を「プレゼンティーズム」と言う。労働者の生産性は、従来「休職」や「離職」を中心に考え

られてきたが、近年、プレゼンティーズムによる生産性の損失が、これらを上回るといった研究が多

数報告されており、企業においても関心は高い。 

しかし、どういった症状がどの程度、仕事のパフォーマンスを下げているのか調査した例は多くは

ない。そこで、本稿では、被用者を対象に行ったアンケート調査を使って、どのような症状が仕事に

影響を与えているのか、また、その症状がある時のパフォーマンスについて紹介する。 

一般に、特に事務系の労働においては、仕事のパフォーマンスを客観的に測定することは難しいた

め、アンケート方式による自己申告で測定することが多い。主観的質問項目であるため、測定結果に

幅があることや、低下割合への換算手法について充分に合意が得られていないといった指摘がある2が、

ここでは、経済産業省資料等でも使われている手法（QQmethod）3を使った。 

使用したデータはニッセイ基礎研究所が実施した「2018年度 被用者の働き方と健康に関する調査4」

である。 

 

1――１～３月の３か月間で仕事に影響した症状は、「ストレス」「花粉症」「肩こり」 

まず、「からだの症状」を24項目提示し5、いずれかの症状があった人を対象に、この３か月間で最

も仕事に影響した症状を１つ選んでもらった。 

いずれかの「からだの症状」が仕事に影響した人の割合は、全体の48.5％だった。残りの51.5％は、

                                                
1  経済産業省「健康経営 オフィス レポート」より。 
2  株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所「平成 27 年度健康寿命延伸産業創出推進事業（ヘルスケアビジネス創出

支援等）実施支援調査報告書」（2016 年３月） 
3  QQmethod：何らかの症状（健康問題）の有無を確認したうえで、「有り」の場合に、その症状があった日数と、症状が

ある時の仕事の量や質を 10 段階で尋ねるもの。何も症状がない場合は、プレゼンティーズムはないと考える。 
4  ニッセイ基礎研究所「2018 年度 被用者の働き方と健康に関する調査」全国 18～64 歳の男女被用者を対象とするインタ

ーネット調査。2019 年３月実施。サンプル数 5309。 
5  男性に 23 項目、女性には「月経不順、ＰＭＳ」を加えた 24 項目を提示した。 
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この３か月間「からだの症状」が何もなかった（31.5％）、または、「からだの症状」はあったが仕事

には影響しなかった（17.0％）と回答した。 

最も仕事に影響した症状として上位にあがった症状を図表１に示す。最も多かったのが、「ストレス

を感じる」、次いで「花粉症／アレルギー性鼻炎」「慢性的な肩こり」「慢性的な腰痛」「慢性的な疲労」

「眼精疲労・目の乾き」となった。 

性別にみると、男性に多いのが「花粉症／アレルギー性鼻炎」「慢性的な腰痛」「メンタルの症状」、

女性に多いのが「ストレスを感じる」「慢性的な肩こり」「慢性的な頭痛」「めまい、立ちくらみ」だっ

た。年齢別にみると、「花粉症／アレルギー性鼻炎」「メンタルの症状」「月経不順、ＰＭＳ（月経前症

候群）」は若年で仕事に影響する割合が高く、「眼精疲労・目の乾き」は高年齢で影響する割合が高い

傾向があった。「眠れない（不眠症）」は、性・年齢によらず同程度、「慢性的な肩こり」「慢性的な疲

労」「慢性的な頭痛」は 25～54 歳で高い傾向があった。 

 

 

図表１ 仕事に影響した「からだの症状」上位 12項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（*）「月経不順・ＰＭＳ（月経前症候群）」は女性のみに提示し、女性のみで集計した 

（出典）「2018年度 被用者の働き方と健康に関する調査」ニッセイ基礎研究所（以下、同じ） 

 

 

2――月の半分ぐらいは症状があり、パフォーマンスは３割にまで下がる症状もある 

1｜症状がある日数は、「眠れない（不眠症）」「メンタル不調」が長い 

１～３月の３か月間で何日ぐらい、その症状があったかを尋ねた結果を１か月あたりに換算すると6、

「眠れない（不眠症）」「メンタルの不調」が17日間弱で長く、次いで「慢性的な関節痛」「慢性的な

疲労」「慢性的な腰痛」「ストレスを感じる」となった。最も短いのが「月経不順・ＰＭＳ（月経前症

候群）」で１週間あまりだった（図表２）。 

 

  

                                                
6  ここでは単純に３で割った。 
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2｜症状がある日の仕事のパフォーマンスは、「メンタルの不調」「めまい、立ちくらみ」が低い 

QQmethodでは、パフォーマンス低下を、通常時と比べて症状があったときの仕事の量と質で測定す

る（本人評価による）。具体的には、 

症状があるときのパフォーマンス7 (％)＝  

で測定し、 

パフォーマンス低下＝１－症状があるときのパフォーマンス 

で計算する。 

これによると、パフォーマンスが通常と比べて最も下がるのは「メンタルの不調」「めまい、立ちく

らみ」で、通常時の28.3％、次いで「眠れない（不眠症）」「慢性的な頭痛」が34.0％、「月経不順、

ＰＭＳ（月経前症候群）」「慢性的な疲労」が36.8％だった（図表２）。 

 

図表２ 症状があった日数（１か月あたりに換算）および、症状がある日の仕事のパフォーマンス 

 

（*）「花粉症」は、地域により飛散開始時期が異なるが、おおむね２月以降症状が重くなると考えられることから、２～３月の２か月に集中して症状 

があったとすると、20.0日程度となる 

 

 

3｜１か月あたりのパフォーマンスの低下は、「眠れない（不眠症）」「メンタルの不調」で大きい 

１か月の間で症状があった日数と、症状がある日の仕事のパフォーマンス、およびそれぞれの所定

労働日数より、１か月あたりのパフォーマンスの低下度を計算すると図表３のとおりとなった。 

最も低下が大きいのが「眠れない（不眠症）」で 24.8％、次いで「メンタルの不調」（24.0％）、「慢

性疲労」（19.9％）、「ストレスを感じる」（19.2％）と続いた。上位項目は、症状があった日数が多く、

症状がある日のパフォーマンスが低下しやすい症状だった。 

一方「月経不順、ＰＭＳ（月経前症候群）」「めまい、立ちくらみ」は、症状がある日のパフォーマ

ンスは低いものの、症状があった日数が少なかったこと、「慢性的な関節痛」は、症状がある日数は多

かったが、症状がある日のパフォーマンスは低くなかったことによって、１か月あたりで見ると、パ

フォーマンスの低下は相対的に小さかった。 

  

                                                
7  仕事のパフォーマンスは、症状がある時の仕事の量と質の平均で計算することもある。 
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（１か月あたり）（日）
14.4 13.3 13.6 14.6 15.0 13.1 16.7 16.5 12.7 7.9 15.5 14.2

症状がある日の

仕事のパフォーマンス（％）
39.5 46.9 51.8 49.4 37.3 49.1 34.0 28.3 34.0 36.8 50.9 28.3

*

症状がある時の仕事の量 症状がある時の仕事の質
×

通常時の仕事の量 通常時の仕事の質
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図表３ 症状がないときと比べた場合のパフォーマンスの低下度 

 

（*）「花粉症」は、地域により飛散開始時期が異なるが、おおむね２月以降症状が重くなると考えられることから、２～３月の２か月に集中して症状 

があったとすると、23.0％となる 

 

3――職場での対応改善のために役立てることが期待される 

眠れない、肩こりや腰痛、気分の落ち込みなど、ほとんどの項目は、誰もが１度は経験する症状で

あり、見落とされがちである。しかし、パフォーマンスの低下を定量化することにより、各症状を改

善するメリットを実感することができる。 

ただし、症状がない場合であっても必ずしも100％の力で働けるわけではない。従って、今回の結

果では、低下の大きさを実感するだけではなく、低下の要因が日数が多いことによるものなのか、症

状がある日のパフォーマンスの低下度が大きいことによるものなのかを分析し、改善策の検討に役立

てることが重要だろう。 

例えば、生理休暇は労働基準法によって、生理日の就業が著しく困難な女性が取得できる休暇であ

るが、取得率は0.9％8と低い。職場に迷惑をかけたくないから休暇を取得しない、という考え方もあ

るだろう。しかし、今回の結果で、「月経不順、ＰＭＳ（月経前症候群）」は、女性の中でも、症状が

仕事に影響する人は限定的である（図表１）が、症状が仕事に影響するときのパフォーマンスは大き

く下がる（図表２）ことや、仕事に影響する日数が限られていること（図表２）等から、就業が困難

な場合は、休暇を取得した方が、結果的には効率よく仕事を進められる可能性がある。ただし、現行

の生理休暇は、生理中にしか取得できないことが多いが、ＰＭＳ（月経前症候群）と言われるとおり、

体調が悪いのは必ずしも生理中だけではないため、休暇取得要件の見直しも有効かもしれない。 

一方、眠れない、気分が落ち込む（メンタルの不調）、慢性的な疲労等は、今回の調査では症状があ

る日のパフォーマンスの低下が大きい上、症状が出る日数が多い傾向があった（図表２）。これらの症

状は、仕事に影響する日数が比較的長いため、休暇を取得するよりは、日々の労働の内容や負担を見

直すことによって改善を図ることが現実的だと考えられる。 

なお、こういった症状は、性別・年齢別に発生しやすさが異なる。定年延長、女性の雇用拡大等に

よって、職場で働く人々の属性構成がこれまでとは変わっていくことにより、職場が対処すべき健康

課題も変わっていくと思われる。 

                                                
8  厚生労働省「平成 27 年度雇用均等基本調査」より 
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％

*


